世譜１４
A0143-01986_001
（表紙）
慶応二年丙寅
　茂昭様御代　下
　　　　　　　　　　読合済
A0143-01986_002
（本文）
一十月三日今度　御代替ニ付　御誓詞被遊度
　旨御用番井上河内守殿江御留守居草尾精一郎
　御伺書持参指出之
一十月五日　御法事御中日ニ付
A0143-01986_003
　御三所様并　実成院様江　御機嫌為
　御伺御内証ゟ御使被指出之
一十月五日　御中陰中　御機嫌為御伺御使者
　御雇辻五郎左衛門御国元ゟ被指出候趣ニ而御用番江
　罷出　御書差出之
（以下、「　」内は抹消）
「一十月六日
　　慶永様　御帰城ニ付為御迎　御運動旁
　　御途中御出逢之処迄御出被成
　　　但御供之面々江左之通被　仰出之
　　　一諸士以上胴服野羽織裁着之事
　　　一諸士以下股引半天野羽織之事
　　　一越兵粮之事
　　　一御出殿　御座所御玄関之事
　　　一御帰殿　御座所脇ゟ御庭通り直ニ
　　　　三ノ丸　御座所江被為　入候事」
一十月七日初而
A0143-01986_004
　上様　御参　内被遊候ニ付為御歓被指出候　御書
　御老中松平縫殿頭殿江御留守居大道寺喜三郎
　持参指出之
一十月十日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処先達而被指出候御献上物御用捨
　之御願書江左之通御附札を以御指図有之
　　　拙者儀従来勝手向不如意之処近
　　　年打続臨時物入差湊候ニ付相願申
　　　上御内証ゟ献上物を初勤向之儀御用
　　　捨中ニハ候得共今度毛利大膳父子御追
　　　討之副将被　仰付候ニ付軍事ニ
　　　事多治乱之勤致混雑甚致迷
　　　惑候依之拙者并大蔵大輔御内証ゟ
　　　年中諸勤向之儀且又大蔵大輔妻ゟ
　　　者表向勤向之儀三ケ年之間一切御用
　　　捨被成下候様奉願度候右相願候儀
　　　奉恐入候得共当時態不得止事奉
A0143-01986_005
　　　歎願候何卒御汲察被下宜御沙汰
　　　被成下候様相願申候以上
　　　　九月廿一日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
一十月十日今度大坂表江出張之御人数
　帰着ニ付　思召を以於　御座所
　御酒被下之
一十月十三日御趣意ニ付御用部屋次之間江
　評議席被相立左之面々当分日々罷出御用
　申談候様被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　田内源介
　　　　　　　　　　　　　　　渥美新右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵
　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎
A0143-01986_006
　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　　　　　　　　　　　〆
一十月十三日御趣意ニ付御中老御側御用人
　勤向之儀左之通振分御用筋相弁候様被
　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　御中老江
　　　御用部屋江相詰御政事向総而可
　　　申談事
　　一御側御用人取扱御用之儀ハ不相拘
　　　様心得可申事
　　一御武具等之御用取扱可申事
　　一文武館諸事取扱可申事
　　一修行詰并他国出等ニ付諸事取扱
　　　可申事
　　一御留場御締之儀取扱可申事
A0143-01986_007
　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　御側御用人江
　　　年始を初御礼席御中老見習
　　　次
　　一御側向御用諸事取扱可申事
　　一御家老御用取次之儀ハ相心得可申
　　　事
　　一御腰物御用取扱可申事
　　一御広敷向御用取扱可申事
　　一評定所并御用部屋等江不及出
　　　席候事
　　　　〆
一十月十七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処八木八十八洋学修行之儀ニ付先達而
　差出置候御願書江左之通御附札を以御指図
　有之
　　　越前守家来八木八十八与申者儀
A0143-01986_008
　　　兼而英学為致修行置候処此
　　　度米利堅江罷越尚復修行仕
　　　度志願之趣願出候ニ付願之通申
　　　付度奉存候依之去四月御触
　　　之通御免之御印章御渡被成
　　　下度候此段国許ゟ被申付越候間奉願候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月朔日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候尤印章之儀者外国奉行ゟ
　　　　　可相渡候間右奉行可承合候
一十月十八日
　上様　御参　内還　御後　御機嫌御伺之儀
　ニ付於大坂板倉伊賀守殿江林矢五郎伺書
　持参指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　上様御参　内被遊候節々還御後
A0143-01986_009
　　　御機嫌伺并越前守於国許承知之
　　　上勤向之儀如何相心得候而宜御座候
　　　哉此段奉伺候宜御指図可被成下候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月十八日　　　　　　林矢五郎
　　　　御附札
　　　　　初而御参　内相済候ニ付而者飛札差越候
　　　　　様可仕候其外不及勤品候
一十月十九日松平周防守殿ゟ御呼出御留守居
　草尾精一郎罷出候処周防守殿御直達之
　趣ニ而公用人を以御書付被相渡之
　　　折掛入
　　　　　昭徳院様
一十月廿日　御院号御渡ニ付御用番松平
　周防守殿江御留守居草尾精一郎伺
A0143-01986_010
　書指出候処御附札を以御差図有之
　　　昨日家来之者御呼出ニ而
　　　公方様御院号御渡有之依之
　　　越前守於国許承知之上御請之
　　　儀如何相心得可申哉先例も無之ニ付
　　　奉伺候宜御指図可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿日　　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　使札差越候様可仕候
一十月廿二日今度御趣意ニ付与力之者三十六人被
　召出新番並組ニ被　仰付御充行廿三石五人
[bookmark: _GoBack]　扶持宛被下席之儀ハ家督順ニ被　仰付之
（以下、「　」内は抹消）
「　但
　　　　　　　　　　　　　　　成見七郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岩路彦太夫
　　　　　　　　　　　　　　　安井藤太夫
A0143-01986_011
　　　　　　　　　　　　　　　屋代源五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岩崎与一右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　依田官左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　磯谷要右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　湯浅六郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　島瀬東右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　梶川清助
　　　　　　　　　　　　　　　堀彦四郎
　　　　　　　　　　　　　　　依田鉄三郎
　　　　　　　　　　　　　　　名越小右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　高橋平太夫
　　　　　　　　　　　　　　　義江半右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　寺本新五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　土肥喜三太
　　　　　　　　　　　　　　　奥山七郎太夫
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤専介
A0143-01986_012
　　　　　　　　　　　　　　　丹羽勝弥
　　　　　　　　　　　　　　　森勘兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　小島五郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松山精一
　　　　　　　　　　　　　　　磯松信太郎
　　　　　　　　　　　　　　　荒川太次兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　田中新太郎
　　　　　　　　　　　　　　　畑又左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　屋代小左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　山岡六郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　吉江庄兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　浅見他五郎
　　　　　　　　　　　　　　　杉田作左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松浦辰五郎
　　　　　　　　　　　　　　　尾崎久馬勝
　　　　　　　　　　　　　　　伊庭藤次郎
A0143-01986_013
　　　　　　　　　　　　　　　山田豊吉」
　　　　但太鼓御門所当番并御城代方当
　　　　　番共当分打込勤被　仰付勤方之
　　　　　儀ハ是迄之通
一十月廿二日右同断ニ付千本藤左衛門新番並頭
　被　仰付且又役新番組一組被　仰付候ニ付
　永見隼人役新番頭被　仰付之
一十月廿二日新番組席合之儀月番御用人
　仙石出石江月番御家老酒井外記左之通
　書付を以申渡之
　　　　　　　　　　　　　御先
　　　　　　　　　　　　　御城代
　　　　　　　　　　　　　　与力
　　一右之面々新番並組ニ被　召出候ニ付
　　　給帳席之儀ハ家督順ニ被　仰付候
　　　左様可被相心得候
A0143-01986_014
　　一今度御趣意ニ付役新番組一組被
　　　仰付候ニ付番列之儀ハ新番組役新番組新
　　　番並組与申順ニ相心得此段支配頭江
　　　可被申聞候
　　一新番組以来一組ニ被　仰付候左様可被
　　　相心得候
　　　　十月
一十月廿二日御趣意ニ付寺社町役所出役勤
　之儀寺社町役所調役与被相改候旨寺社町奉行
　渥美新右衛門江月番御家老申渡之
一十月廿三日年中御勤向御用捨之儀ニ付御用番
　代松平周防守殿江御留守居を以左之通御伺書
　被指出候処御附札を以御指図有之
　　　拙者并大蔵大輔御内証ゟ年中
　　　勤向且又大蔵大輔妻表向ゟ諸勤等
A0143-01986_015
　　　願之上去ル子年ゟ当寅年迄三ケ年
　　　之間御用捨被成下難有奉存候然ル処
　　　当時ニ至候而者弥増急務繁雑之
　　　折柄ニ付尚又来卯年ゟ来ル巳年迄
　　　三ケ年之間前文之勤向是迄之通
　　　御用捨被成下候様奉願度候右様勤向
　　　年継相願候者奉恐入候得共当節柄何
　　　卒御汲察之上宜御沙汰被成下候様
　　　相願申候以上
　　　　十月廿三日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
一十月廿四日　勇姫様ゟ年中御内証御献上
　并女中御贈物之儀ニ付御用番松平周防守殿江
　御留守居草尾精一郎を以御届書被指出
A0143-01986_016
　之
　　　同民大蔵大輔妻ゟ年中従御内証
　　　献上物并女中贈物当時御用捨中
　　　ニ付追而年限相立候上是迄之通相
　　　心得罷在候此段御届申上候以上
　　　　十月十一日　　　　　　松平越前守
一十月廿四日出仕之儀ニ付月番御用人江月番御家
　老左之通書付を以申渡之
　　　新番組之面々以来月次出仕之
　　　儀も罷出候様被　仰付候
　　一新番並組之面々年始を始出仕之
　　　儀者新番組同様被　仰付候
　　　右之通夫々申聞宜被取扱候
　　　　十月
A0143-01986_017
一十月廿四日御軍事之儀ニ付左之通被
　仰出之
　　　軍事出張之節銃隊之面々小
　　　銃胴乱早合ラントセル腰兵粮銘々
　　　持参可致事
　　　　但早合胴乱五十発ラントセル五十発
　　　　　都合百発ツヽ持参之事
　　一銃隊ニ組候者ハ分限ニ不拘惣而供連
　　　無之事
　　　　但一伍毎ニ壱人雨具提灯持兼御渡
　　　　　之事
　　一銃隊之面々胴服裁付段袋之類
　　　着韮山笠相用可申事
　　　　但胴服裁付段袋黒紺色之内
　　　　　相用可申事
　　　　一胴服裁付段袋有合之分ハ当分
A0143-01986_018
　　　　　何色ニ而も不苦且又笠之儀も銃隊ニ
　　　　　無差支候ハヽ当分韮山之外ニ而も不苦
　　　　　候事
　　　　一足軽ハ鉄炮笠是迄之通相用可
　　　　　申事
　　一銃隊之外諸役輩たりとも惣而胴服
　　　裁付段袋之類着笠ハ勝手次第之
　　　事
　　　　但右同断
　　一惣而笠ハ白熊之印相用且又段染
　　　印半月小旗右ハ御人数之御印ニ付
　　　上下不拘銘々用意可致事
一十月廿六日左之通取扱候様御城代有賀左近江
　書付を以月番御家老申渡之
　　　今度御趣意ニ付御城代与力并組共被相
　　　止右御用取扱御留守組支配ニ被　仰付候間
A0143-01986_019
　　　左様相心得御城内を始所々口留番所
　　　之儀是迄之趣を以宜可取扱候
　　一御留守組支配之面々御城代支配ニ被
　　　仰付候左様可相心得候
一十月廿六日御趣意ニ付左之通被　仰出候旨月番
　御用人江御家老申渡之
　　　今度御趣意ニ付表小姓御役名被相止
　　　候
　　一御側物頭御役名被相止候
　　一御徒頭席之儀御旗奉行上ニ被　仰付
　　　候
　　　　十月
一十月廿六日右同断ニ付月番御目付江左之通
　取扱候様書付を以御家老申渡之
　　　今度御変革ニ付屋敷奉行御用之
A0143-01986_020
　　　廉者御目付ニ而取扱候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御持物頭
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭
　　　　　　　　　　　　　　　予備組支配
　　　組之者并諸所御門当番之儀追而
　　　御改正被　仰出候迄ハ当分是迄之
　　　通相心得候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　忍之者
　　　　　　　　　　　　　　　御普請組
　　　　　　　　　　　　　　　御城代組
　　　　　　　　　　　　　　　御留守組
　　　予備組ニ被　仰付候五拾歳以下放発
　　　調練等致稽古候様被　仰付候
　　　　但是迄勤向之儀無拠難相止廉者
　　　　　吟味之上可被　仰付事
A0143-01986_021
　　　　　　　　　　　　　　御目付記録
　　　　　　　　　　　　　　書継方下代
　　　　　　　　　　　　　　小寄合格
　　　　　　　　　　　　　　　寺島仙右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　鷲田小左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　御持筒組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十三人
　　　今度御目付組被相止御小人目付出役勤
　　　御目付手附被　仰付候
　　　　但御持筒組ゟ出役之者者御小人目付勤
　　　　　中諸組嫡席
　　　　　　　　　　　　　　　御持組
　　　御目付手引之儀当分是迄之通出
　　　役勤被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御持物頭
A0143-01986_022
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭
　　　　　　　　　　　　　　　御水主頭
　　　　　　　　　　　　　　　御先添物頭
　　　今度御軍制御改正ニ付組之者共之内
　　　年寄候者者御軍事出張御警衛詰
　　　等被指免御留守組ニ被　仰付筈ニ候間早
　　　速取調可相達旨被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御持物頭之面々
　　　御持組二組ツヽ御預ケ被成候
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭之面々
　　　御先組二組ツヽ御預ケ被成候
　　一今度御側物頭御役名被相止候ニ付左之通
　　　被　仰付候此段可被取扱候
　　一御座所当番無之事
　　　　但御出伺之儀ハ当番之御徒目付
　　　　　御右筆部屋江可伺事
A0143-01986_023
　　一御社参　御参詣之節御先固ハ
　　　御持物頭半小隊引纏可相勤事
　　一御簾中様御供目付被相止候事
　　一高知中婚姻整之節御目付罷越
　　　候儀被相止候事
　　　　〆
一十月廿七日
　昭徳院様御遺物御拝領之儀ニ付御用番松平
　周防守殿江御内慮伺書草尾精一郎持参
　指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　今度
　　　昭徳院様御遺物
　　　上使を以先格之通父子江拝領被
　　　仰付候御儀ニ可有御座哉然ル処方今
　　　藩屏之任急務ニ而当表指置候家
　　　来之者格別致減少候ニ付文久三亥年
A0143-01986_024
　　　板倉周防守様江御達申上越前守在
　　　国中者居屋敷表門并玄関向等〆切
　　　仕候次第ニ御座候加之長防
　　　御征伐ニ付昨年ゟ大坂表江人数指出
　　　置其上大蔵大輔儀も依
　　　召登坂仕候処当形勢無拠多人数
　　　召連候故爰許詰合人数弥増人少
　　　ニ付
　　　上使被成下候節自然不行届之儀も
　　　御座候而者奉恐入甚以心痛仕候依之
　　　此度之儀者
　　　上使之趣を以
　　　御城御宅江家来之者御呼出ニ而拝領
　　　被　仰付ニハ相成申間敷哉右ハ重キ
　　　御廉ニ而猥ニ奉伺候も恐入候得共無拠
　　　各様迄御内慮奉伺候何卒前件
A0143-01986_025
　　　之次第厚御汲察被成下宜御指図
　　　可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿七日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　申立之趣も有之候ニ付
　　　　　上使者不被成下候此度限為名代
　　　　　一類中西丸江差出候様相達ニ而可有
　　　　　之候事
一十月廿七日寒中生鱈御献上之儀ニ付於大坂
　板倉伊賀守殿江永田儀平伺書差出
　候処御伺之通被成候様御附札を以御差図有之
　　　越前守ゟ例年両度献上仕候生鱈
　　　之儀当時
　　　上様　御上洛被為　在候ニ付京都表
　　　ニ而献上仕度此段可奉伺旨従国元
　　　被申付越候宜御差図可被成下候以上
A0143-01986_026
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿七日　　　　　　永田儀平
一十月廿九日左之通申渡候様月番御目付江
　御家老申渡之
　　　新番並組世話役之儀役中嫡席ニ
　　　被成下指添之儀者世話役次席ニ被成
　　　下候
一十月廿九日御趣意ニ付御目付　御座所当番之
　儀被相止候旨被仰出之
一十一月二日今度　御代替為御祝儀御使者御番頭
　代飯田主税を以
　上様江御太刀一腰御馬代黄金十両被献之
　西丸於蘇鉄之間御奏者番家来江相渡之
　和宮様　天璋院様　御簾中様江白銀
　五枚鯣一箱ツヽ　本寿院様　実成院様江
A0143-01986_027
　御使者御番士を以白銀三枚宛被指上之於
　檜之間番之頭上倉銀（鈮ヵ）一郎殿江指上之
一十一月二日右同断ニ付左之通御贈物有之
　　　御太刀一腰　　　　　　　御老中不残
　　　金馬代壱枚ツヽ　　　　　若手寄中不残

　　　干鯛一箱
　　　御樽代五百疋ツヽ　　　　御側衆不残
　　　
　　　　　　　　　　　　　　和宮様
　　　　　　　　　　　　　　老女
　　　白銀三枚ツヽ　　　　　　仲村殿
　　　　　　　　　　　　　　　袖川殿

　　　　　　　　　　　　　　表使
　　　同弐枚ツヽ　　　　　　　山田との
　　　　　　　　　　　　　　　八十岡との

　　　　　　　　　　　　　　天璋院様
　　　　　　　　　　　　　　老女
A0143-01986_028
　　　　　　　　　　　　　　　梅渓殿
　　　白銀三枚ツヽ　　　　　　御つほね殿
　　　　　　　　　　　　　　　藤崎殿
　　　　　　　　　　　　　　　滝井殿

　　　　　　　　　　　　　　表使
　　　　　　　　　　　　　　　福岡との
　　　同弐枚ツヽ　　　　　　　川岡との
　　　　　　　　　　　　　　　藤瀬との

　　　　　御内証ゟ
　　　　　　　　　　　　　　天璋院様御附
　　　　　　　　　　　　　　小上﨟
　　　同三枚　　　　　　　　　於千衛殿

　　　　　　　　　　　　　　御同所様
　　　　　　　　　　　　　　中年寄
　　　　　　　　　　　　　　　歌川との
　　　同弐枚ツヽ　　　　　　　富野との
　　　　　　　　　　　　　　　花岡との
A0143-01986_029
　　　　　　　　　　　　　　和宮様御附
　　　　　　　　　　　　　　中年寄
　　　　　　　　　　　　　　　小野田との
　　　白銀二枚ツヽ　　　　　　花沢との
　　　　　　　　　　　　　　　崎野との
　　　　〆
一十一月三日左之通被　仰出候旨大御番頭之面々江
　御家老書付を以申渡之
　　　今度御趣意ニ付大御番六組之処以来
　　　四組ニ被　仰出候左様可被相心得候
　　一今度銃隊専ら御引立被成候御趣意ニ付
　　　御広間番当番之儀ハ
　　　御免被成候間御趣意厚相心得放発
　　　調練等愈以致精励候様被　仰出候
　　一今度御趣意ニ付大御番筆頭役一組ニ
　　　両人ツヽ被　仰付候
A0143-01986_030
一十一月三日御警衛詰交代之儀ニ付
　月番御用人江
　左之通書付を以御家老申渡之
（以下、「　」内は抹消）
　「　今度御趣意ニ付大御番六組之処以来
　　　四組ニ被　仰出候左様相心得夫々可被割
　　　入候
　　一今度御趣意ニ付大御番筆頭役一組ニ
　　　両人ツヽ被　仰付候
　　　　但席之儀ハ知行高下を不論古役
　　　　　順割入可申事
　　　　　井上半大夫　　　　　平尾新五兵衛
　　　　　松江三郎右衛門　　　武部作大夫
　　　　　敷波平兵衛　　　　　国枝藤兵衛
　　　　　下山七郎左衛門　　　皆川善兵衛
　　　　　松田善右衛門　　　　荒川助右衛門
　　　　　原田平馬　　　　　　河合次郎左衛門
A0143-01986_031
　　　　　三浦木工左衛門　　　堤七太夫
　　　　　東郷三郎右衛門　　　伊東六郎兵衛
　　　　　吉田五左衛門　　　　梶川半兵衛
　　　　　吉田儀兵衛　　　　　藤田新左衛門
　　　　　岡谷弥右衛門　　　　川村半左衛門
　　　　　小川六太夫　　　　　勝木伝右衛門
　　　　　内田唯作　　　　　　田辺譲右衛門
　　　　　林弥兵衛　　　　　　松田鉄之助
　　　　　萩原伊太夫　　　　　山田吉左衛門
　　　　　寺木十太夫　　　　　跡部又八
　　　　　田口五太夫　　　　　高階勘左衛門
　　　　　小林八左衛門　　　　吉田新左衛門
　　　　　中村金兵衛　　　　　渡辺利右衛門
　　　右之面々今度御軍制御変革之
　　　御趣意ニ付御広間当番勤被
A0143-01986_032
　　　仰付候
　　　　但昼二人夜ハ三人ニ而可相勤事
　　　　一御使番格以上之面々ニ而割筆頭
　　　　　可相勤事」
　　　以来御警衛詰之面々左之通交代
　　　被　仰付候且又召連等之儀ハ平常
　　　出張先共先達而御軍事奉行江被
　　　仰出候通ニ候此段可被取扱候
　　　　三月出立　　　七月罷帰
　　　　七月出立　　　十一月罷帰
　　　　十一月出立　　三月罷帰
　　　　　〆
一十一月三日左之通申渡候様新番並頭千本藤左衛門江
　御家老申渡之
　　　今度銃隊専ら御引立被成候御趣意ニ付
A0143-01986_033
　　　新番並組之面々太鼓御門并御城代
　　　方共当番之儀ハ　御免被成候間御趣意
　　　厚相心得放発調練等愈以致精励
　　　候様被　仰出候
一十一月三日御留守物頭支配之面々江勤向之儀
　左之通相心得候様御家老申
　渡之
　　　此度御趣意ニ付御城代与力并同組共
　　　被相止候ニ付
　　　御城内を始所々江当番等之儀御城代江
　　　承合取扱候様被　仰付候
　　一御座所三ノ丸御座所御泉水御預ケ
　　　被成候事
　　一下馬御門并三ノ丸御座所御門を始
　　　詰所御番人共支配被　仰付候事
　　一太鼓御門所昼夜壱人ツヽ当番相
A0143-01986_034
　　　勤候様被　仰付候事
　　一同所上り番組之者御城代御用之
　　　儀も兼勤為致候様被　仰付候事
一十一月五日於運正寺　有覚院様御百ケ日
　御茶湯御執行有之
一十一月七日他国詰并出張先御手当割方
　之儀ニ付左之通御張出ニ而被　仰出之
　　　　　覚
　　一今度四ケ月交代被　仰付候ニ付役
　　　向ニ寄交代期月詰延被　仰付候
　　　節ハ御手当日割高之倍増日割
　　　ニ而被下候事
　　　　但小役人以下詰延被　仰付候節ハ割
　　　　　増被下置候事
　　一道中被下之儀ハ壱人壱箇り外ニ両人
　　　合ニ本馬壱疋之駄賃銀并道中
A0143-01986_035
　　　四泊り之宿銭被下候事
　　　　但召連人有之面々ハ中小姓以上之分
　　　　　ハ四人合ニ弐箇り外ニ四人合ニ本馬壱疋
　　　　　刀指ハ六人合ニ弐箇り外ニ六人合ニ本
　　　　　馬壱疋壱本指ハ八人合ニ弐箇り外ニ
　　　　　八人合ニ本馬壱疋
　　一小役人ゟ小算迄四人合ニ弐箇り外ニ四人
　　　合ニ本馬壱疋之駄賃被下候事
　　一諸下代諸組之者ハ六人合ニ弐箇り
　　　外ニ六人合ニ本馬壱疋之駄賃銀被下
　　　候事
　　　　〆
　　　是迄他国詰并出張先御手当割之
　　　儀差別有之候得共以来一様之御取
　　　扱ニ相成別紙割方之通被　仰出候
　　　尤詰中御扶持方之儀ハ是迄之通
A0143-01986_036
　　　出張先之儀も右ニ准シ御渡被成候
　　　事
　　一高千五百石　　　　　　　御家老中
　　　　弐百七拾俵　　　御手当米
　　　　此日割一日三斗四升七合八勺
　　一高千石　　　　　　　　　高知
　　　　百八拾俵　　　　御手当米
　　　　此日割一日弐斗三升壱合九勺
　　一高五百石　　　　　　　　御中老并
　　　　　　　　　　　　　　　見習
　　　　七拾俵　　　　　御手当米
　　　　此日割一日九升弐勺
　　一高四百五拾石　　　　　　御番頭
　　　　　　　　　　　　　　　寄合ニ而補兵隊頭
　　　　六拾三俵　　　　御手当米
A0143-01986_037
　　　　此日割一日八升壱合壱勺
　　一高四百石　　　　　　　　御用人
　　　　　　　　　　　　　　　御側役
　　　　　　　　　　　　　　　寄合
　　　　五拾六俵　　　　御手当米
　　　　此日割一日七升弐合壱勺
　　一高三百石　　　　　　　定座番外之内
　　　　　　　　　　　　　　　大炮頭取
　　　　　　　　　　　　　　　新番頭
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊頭
　　　　三拾壱俵　　　　御手当米
　　　　此日割一日三升九合九勺
　　一高弐百五拾石　　　　　　諸武頭并
　　　　　　　　　　　　　　　御使番以上
A0143-01986_038
　　　　三拾俵　　　　　御手当米
　　　　此日割一日三升八合六勺
　　　　　　　　　　　　　　　末之番外并
　　　　　　　　　　　　　　　半役料之面々
　　一高百五拾石　　　　　　　御書院番大御番
　　　　　　　　　　　　　　　筆頭補兵隊筆頭
　　　　　　　　　　　　　　　御匕医師
　　　　拾六俵壱斗七升壱合御手当米
　　　　此日割一日弐升壱合壱勺
　　　　　　　　　　　　　　　御書院番組大御番
　　　　　　　　　　　　　　　組御馬廻り御小姓
　　一高百石　　　　　　　　　御留守番組役
　　　　　　　　　　　　　　　御番組惣御医師
　　　　拾壱俵　　　　　御手当米
　　　　此日割一日壱升四合弐勺
A0143-01986_039
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊無息
　　一米五俵弐斗弐升八合　　　指添御雇之
　　　　　　　　　　　　　　　面々
　　　　此日割一日七合壱勺
　　　　　　　　　　　　　　　新番組役新番
　　一切米弐拾五石　　　　　　同並同格御茶道
　　　　　　　　　　　　　　　御画師
　　　　八俵壱斗壱合　　御手当米
　　　　此日割一日壱升六勺
　　一米四俵五合五勺　　　　　新番無息
　　　　　　　　　　　　　　　御雇之面々
　　　　此日割一日五合三勺
　　　　　　　　　　　　　　　小役人拾八石ゟ
　　一切米拾八石　　　　　　　拾七石迄并御勝手役
A0143-01986_040
　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付見習
　　　　　　　　　　　　　　　共
　　　　四俵六升四合五勺　御手当米
　　　　外ニ壱俵弐斗九升九合四勺割増被下之分
　　　　都合五俵三斗九升三合九勺
　　　　此日割一日七合五勺
　　一切米拾五石　　　　　　　小役人拾五石ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　小算迄
　　　　三俵三斗弐升三合五勺御手当米
　　　　外ニ壱俵弐斗弐升六勺割増被下之分
　　　　都合五俵八升八合壱勺
　　　　此日割一日六合七勺
　　一切米拾石　　　　　　　　小算ゟ無格下代迄
　　　　　　　　　　　　　　　拾石ゟ九石迄
A0143-01986_041
　　　　弐俵三斗三升六合　御手当米
　　　　外ニ壱俵四升三合弐勺割増被下之分
　　　　都合三俵三斗七升九合弐勺
　　　　此日割一日四合九勺
　　一切米八石　　　　　　　　小算格ゟ無格
　　　　　　　　　　　　　　　下代迄八石ゟ以下
　　　　壱俵四斗三升四合五勺
　　　　外ニ四斗四升五合弐勺割増被下之分
　　　　都合弐俵四斗弐升三合七勺
　　　　此日割一日三合八勺
　　一切米九石　　　　　　　　諸組九石高
　　　　壱俵三斗五升七合　御手当米
　　　　外ニ四斗六合五勺割増被下之分
　　　　都合弐俵三斗七合五勺
A0143-01986_042
　　　　此日割一日三合四勺
　　一切米七石　　　　　　　　諸組七石取ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　弐人扶持之分
　　　　壱俵弐斗八升壱合五勺御手当米
　　　　外ニ三斗六升八合七勺割増被下之
　　　　　　分
　　　　都合弐俵壱斗九升四合弐勺
　　　　此日割一日三合壱勺
　　一米四斗壱升九合五勺　　　荒子之類
　　　　　　　　　　　　御手当米
　　　　外ニ弐斗九合七勺割増被下之分
　　　　都合壱俵壱斗七升三合弐勺
　　　　此日割一日壱合八勺
　　　右者御警衛詰四ケ月交代被
　　　仰出候ニ付出立之節二ケ月分御手当
A0143-01986_043
　　　米代金御渡罷帰候上二ケ月分代銀
　　　御渡被成候事
　　　　十一月
一十一月七日左之通月番御用人江書付を以
　御家老申渡之
　　一大御番士御供以来被相止候事
　　一同断御法事等之節御番以来被相止
　　　候事
　　一御本丸御広間定式御番今度被　
　　　仰付候面々員数之儀ハ
　　　御座所御番之振合之通相勤候様
　　　被　仰付候事
一十一月八日　広大院様廿三回御忌御法事
　御中日ニ付　御機嫌為御伺御内証ゟ御文被
　指出之
A0143-01986_044
一十一月八日御軍事奉行并炮術所肝煎江
　左之通御家老申渡之
　　　追々被　仰出候御趣意ニ付陪臣并若党
　　　之儀も放発調練致稽古候様被
　　　仰出候依之日割之儀ハ兵学所炮術所
　　　江申談候様被　仰付候
一十一月十日於増上寺　広大院様御法事ニ付御使者
　御番頭を以御香奠白銀三枚被献之［御伺之上］同所
　方丈江相納之
一十一月十日右同断御当日ニ付御内証ゟ御文被
　指出之
一十一月十日神田乗物町ゟ出火之処両御屋敷共
　御近火ニ付　和宮様　天璋院様ゟ御広式添
　番を以御尋有之
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月十日右同断之処両御屋敷共御別条
　　無之ニ付左之通御代拝を以被供之
A0143-01986_045
　　　　　　　　　　　　　　御上屋敷
　　　　　　　　　　　　　　　稲荷宮
　　　　　　　　　　　　　　　秋葉宮
　　　御初穂五拾疋ツヽ　　　霊岸島
　　　　　　　　　　　　　　　神明宮
　　　　　　　　　　　　　　　八幡宮
　　　　　　　　　　　　　　　稲荷宮

　　　　　　　　　　　　　　御上屋敷
　　　　　　　　　　　　　　　末社両社
　　　同拾弐銅ツヽ　　　　　霊岸島
　　　　　　　　　　　　　　　観世音
　　　　　　　　　　　　　　　孫嫡子」
一十一月十日小十人組一組御編制席之儀ハ御徒次ニ被　仰付
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　　　　　　　　　小役人
A0143-01986_046
　　　　　　　　　　　　　　　三沢為吉
　　　　　　　　　　　　　　　小沢甚平
　　　　　　　　　　　　　　　吉村雄吉
　　　　　　　　　　　　　　同格
　　　　　　　　　　　　　　　岩佐新助
　　　　　　　　　　　　　　　友永久左衛門
　　　　　　　　　　　　　　一統
　　　　　　　　　　　　　　　江上太右衛門
　　　　　　　　　　　　　　同格
　　　　　　　　　　　　　　　高野忠助
　　　　　　　　　　　　　　小算
　　　　　　　　　　　　　　　友永弥兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　福清七郎
　　　　　　　　　　　　　　　岡雄三郎
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤善十郎
　　　　　　　　　　　　　　　青柳七左衛門
A0143-01986_047
　　　　　　　　　　　　　　　若山弥次郎
　　　　　　　　　　　　　　　中村勝次
　　　　　　　　　　　　　　　早瀬孝三郎
　　　右之者共小十人組ニ被　仰付放発調練等
　　　致精励候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　御料理人
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤弥太郎
　　　　　　　　　　　　　　　小川孫市郎
　　　右之者共小十人組ニ被　仰付右同断
　　　依之御料理人ハ被指免候
　　　　　　　　　　　　　　鵜匠
　　　　　　　　　　　　　　　藤田伝右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小坂権左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　森川拾五郎
　　　右之者共小十人組ニ被　仰付右同断
　　　依之鵜匠之儀者被指免候
A0143-01986_048
　　　　但小十人組席之儀御徒次ニ被　仰付候
　　一当分身分席之儀ハ其儘被　指置
　　　候事
　　一御目見以下ニ而も武芸
　　　御覧ニハ罷出候様被　仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　藤田与五右衛門
　　　御趣意ニ付鵜匠被指免御奉行支配ニ
　　　被　仰付候」
一十一月十日左之通取扱候様月番御用人江
　御家老書付を以申渡之
　　　新番並頭席之儀御徒頭上ニ被
　　　仰付候
　　一小十人頭席之儀御旗奉行上ニ被
　　　仰付候
A0143-01986_049
　　一予備組支配席之儀御先物頭次之
　　　席ニ被　仰付候
　　一御留守物頭御役名御留守組支配与
　　　被　仰付候
　　一御供御道中困窮相勤又ハ兼勤等
　　　致候者江是迄金銀被下候御取扱有之候
　　　得共今般御供立御変革被　仰出候
　　　ニ付而ハ以来御取扱ハ無之事
　　　　但勤向ニゟ失却等有之候儀ハ御吟味
　　　　　之上別段御手当被下置候事
一十一月十一日左之通申渡候様御徒頭雨森宇右衛門江
　御家老書付を以申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　御徒頭
　　　今度御趣意ニ付平常御供之儀
　　　御免被成中ノ口従来御坂札被下等
　　　之儀ハ被相止候
A0143-01986_050
　　一今度銃隊専ら御引立被成候御趣意
　　　ニ付御徒之者以来
　　　御免被成候間御趣意厚相心得放発
　　　調練等致精励候様被　仰付候
一十一月十四日真田信濃守殿藩中赤松小三郎儀
　兵学巧者之趣ニ候処当時在京ニ付右兵学取
　調候様　思召を以左之面々上京被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松平貫之助
　　　　　　　　　　　　　　　本多源四郎
　　　　　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　　　　　天方対馬
　　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　　　　　　　　　井原立二
　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
一十一月十六日御軍事奉行芦田信濃江
A0143-01986_051
　御家老左之通書付を以申渡之
　　　今度英式練法被　仰出無拠異同も
　　　有之ニ付生兵調練之儀兵学所炮術所
　　　役輩被申談修行之者江厚可被致諭
　　　告候
一十一月十七日軍役人割方之儀ニ付左之通相心得
　候様御張出有之
　　　追々被　仰出候御趣意ニ付別紙御張
　　　出之通人高兼而扶助致置放発
　　　調練等厚為致稽古候様被　仰出候
　　　且又軍備之儀銘々手厚可心掛旨
　　　被　仰出候ニ付而者先達而被　仰出候
　　　大炮御手伝并軍役米之儀ハ不被
　　　仰付候旨被　仰出候此段支配之面々江も
　　　可被申渡候
　　　　召連人御定之外
A0143-01986_052
　　　　　軍役人割
　　一高四千五百石　　　　三十一人
　　一高四千弐拾五石　　　二十七人
　　一高三千五百廿五石　　二十四人
　　一高三千石　　　　　　二十人
　　一高弐千八百石　　　　十八人
　　一高弐千五百石　　　　十六人
　　一高弐千百七拾五石　　十四人
　　一高千九百七拾五石　　十二人
　　一高千六百石　　　　　九人
　　一高千五百石　　　　　右同断
　　一高千四百石　　　　　八人
　　一高千三百石　　　　　右同断
　　一高千弐百石　　　　　七人
　　一高千五拾石　　　　　六人
　　一高千三拾石　　　　　右同断
A0143-01986_053
　　一高千石五拾俵　　　　右同断
　　一高千石　　　　　　　五人
　　一高九百石　　　　　　右同断
　　一高八百弐拾石　　　　四人
　　一高七百弐拾五石　　　三人
　　一高七百石　　　　　　右同断
　　一高六百七拾五石　　　右同断
　　一高六百五拾石　　　　右同断
　　一高六百石　　　　　　二人
　　一高五百五拾石　　　　右同断
　　一高五百石　　　　　　右同断
　　一高四百五拾石　　　　右同断
　　一高四百石　　　　　　一人
　　一高三百五拾石　　　　右同断
　　一八拾人扶持　　　　　右同断
　　　　〆
A0143-01986_054
一十一月十七日出張之節供連之儀ニ付左之通
　相心得候様御張出シニ而被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　若党四人
　　一高知席　　　　　　　従者三人
　　　　　　　　　　　　　若党物持壱人

　　一水戸山川　　　　　　従者一人ツヽ

　　一寄合席　　　　　　　若党壱人
　　　　　　　　　　　　　従者二人

　　一番外　　　　　　　　若党一人
　　　　　　　　　　　　　従者一人
　　　　但三百石以下若党無之
　　一諸物頭　　　　　　　従者一人
　　一末之番外　　　　　　従者一人
　　一諸御番組并無息補兵隊とも
　　　　　　　　　　　　　四人合ニ渡り一人
A0143-01986_055
　　一騎馬之面々ハ別段口付可有之事
　　一知行高之面々右御定之外銃卒
　　　召連候ハヽ兼而御軍帳御用所江相届
　　　可申事
　　一諸役人并小役人之類役儀御遣方ニゟ
　　　組合渡り人可有之事
　　一御徒組　　　　　　　　　一小隊毎ニ夫人足六人
　　一小十人組

　　一鉄炮組足軽　　　　　　　一小隊毎ニ夫人足四人
　　　　〆
一十一月十八日先達而　御院号御渡ニ付為御請
　御使者御雇御右筆内藤彦左衛門［御留守居同道］御国許ゟ
　被指出候趣ニ而今朝御用番松平周防守殿江
　罷出　御書指出之
　　但右ニ付而之御奉書廿日御同所ゟ御呼出ニ而
A0143-01986_056
　　　用人を以被相渡之
一十一月十八日　御座所御広間泊御番三人之処
　人少ニ付以来二人宛ニ被　仰出之
一十一月廿日役御番組多人数ニ相成候ニ付以来二組
　ニ被　仰付之
一十一月廿日兼而被　仰出候貢献物之儀
　御進発御供其外討手之面々ハ不及貢献
　旨大目付中ゟ御廻状来ル
一十一月廿日御番組他国順之儀左之通御改正
　御内定相成候段月番御目付江御家老申渡
　之
　　　　　　　　　　　　　　　大御番二番
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊二番
　　　　　　　　　　　　　　　同三番
　　　　　　　　　　　　　　　新番並組
　　　　　　　　　　　　　　　大御番四番
A0143-01986_057
　　　　　　　　　　　　　　　同一番
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊一番
　　　　　　　　　　　　　　　大御番三番
　　　　　　　　　　　　　　　新番組
　　　右之通他国順御改正被　仰出御供并
　　　出張詰共繰返し相勤候様御内定相成
　　　候此段被申聞候而可然向江ハ可申聞候
一十一月廿二日　御代替ニ付所司代松平越中守殿江
　被指出候　御書永田儀平今朝持参指
　出之
一十一月廿四日御広敷御用達御料理方共初而
　御年男相勤候節是迄御上下御綿入被下
　次之年ゟ金被下之処今度御趣意ニ付被相止
　以来御年男本役仮役共其当人初而被
　仰付相勤候節斗御上下被下ニ相成
一十一月廿五日先達而御老中水野出羽守殿卒去ニ付
A0143-01986_058
　御機嫌為御伺被指出候　御書稲葉美濃守殿江
　御留守居草尾精一郎持参指出之
一十一月廿五日山林境界取締之儀ニ付郡奉行
　出淵伝之丞江御家老書付を以申渡之
　　　御領分山林四壁竹木之儀以来山方
　　　役所ニおゐて厳重相改来候処在方
　　　難渋之訳柄も有之趣ニ付文久三亥年
　　　右役方御廃止相成候処山林境界
　　　之儀ハ兼々改無之候半而ハ後来論地
　　　之基ニも可相成哉難斗候故以来ハ郡方
　　　ニおゐて御立山を始山林境界相改
　　　厳重取締致候様被　仰付候
一十一月廿六日左之通取扱候様月番御目付
　千本弥三郎江御家老書付を以申渡
　之
　　　　　　　　　　　　　　　町奉行
A0143-01986_059
　　　　　　　　　　　　　　　御預所元〆役
　　　　　　　　　　　　　　　御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御預所御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御作業奉行
　　　今般御趣意ニ付組之
　　　者被相止以来為手附
　　　諸組諸下代之内ゟ
　　　人撰ニ而出役被　仰付
　　　御附属被成候間人数
　　　高取調相達候様被
　　　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　町組
　　　　　　　　　　　　　　　御札所組
　　　　　　　　　　　　　　　御預所組
　　　　　　　　　　　　　　　立合組
　　　　　　　　　　　　　　　郡組
　　　　　　　　　　　　　　　同新組
　　　　　　　　　　　　　　　御作事組
　　　御趣意ニ付予備組ニ
　　　被　仰付放発調練
　　　致稽古候様被　仰付
　　　候
　　　　　　　　　　　　　　　御小人
A0143-01986_060
　　　　　　　　　　　　　　　御附御小人
　　　　　　　　　　　　　　　御道具之者
　　　　　　　　　　　　　　　御附小道具之者
　　　　　　　　　　　　　　　御草履取
　　　　　　　　　　　　　　　御広式錠前番
　　　　　　　　　　　　　　　同御小人
　　　小筒組ニ被　仰付放
　　　発調練等五拾歳以
　　　下之者専ら致稽古
　　　候様被　仰付候
　　　　但是迄勤向之内無拠廉ハ御吟味之
　　　　　上可被　仰付候事
　　　今般御趣意ニ付諸組之内ゟ御小人目付
　　　を初諸向ゟ出役勤被　仰付候且老年
　　　之者ハ所々御門所当番勤被　仰付夫々
　　　役向支配ニ相成候得共身分之儀者元
　　　組之頭ニ而致支配御扶持方御切米受
　　　取方も旧来之通取斗候様其向
　　　物頭之面々江被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　御広敷御用人
A0143-01986_061
　　　　　　　　　　　　　御供頭
　　　支配之内此度御趣意ニ付小筒組ニ被
　　　仰付候間支配之儀ハ是迄之通相
　　　心得放発調練稽古之儀ハ小筒頭江
　　　申談御趣意相弁候様被　仰付候
一十一月廿八日　御代替被為　済候為御祝儀
　御使者御雇御内祐筆杉山源十郞御国許ゟ被
　指出候趣ニ而今朝［御留守居同道］御用番江罷出　御書
　指出之残御老中并若年寄中江罷出
一十一月廿九日左之通被　仰出候段月番御用人江
　御家老申渡之
　　一町奉行役席之儀ハ御役人席御目付
　　　次ニ被　仰付候
　　一御先添物頭御役名被　相止候
一十一月廿九日左之通取扱候様月番御目付江
　書付を以御家老申渡之
A0143-01986_062
（以下、「　」内は抹消）
　　「予備組之内元御普請　多喜田藤内
　　　組之儀御先祖被　仰付二組御預ケ被成
　　　候
　　　予備組之内元御城代　本多門左衛門
　　　組元御留守組二組之儀御先祖ニ被　仰付
　　　候御預ケ被成候
　　　御水夫組之儀他国出　御水夫頭
　　　張等之節当分予備組同様被　仰付
　　　候
　　　予備組被　仰付候　　御先添組」
　　　　　　　　　　　　　　予備組之内
　　　　　　　　　　　　　　　元御普請組
　　　　　　　　　　　　　　　元御城代組
　　　　　　　　　　　　　　　元御留守組
　　　右御先組ニ被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　御水主組
　　　右他国出張等之節当分
　　　予備組同様被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　御先添組
　　　右予備組ニ被　仰付
一十一月晦日左之通取扱候様夫々
　書付を以御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　御用人介
　　　　　　　　　　　　　　寄合
　　　　　　　　　　　　　　　磯野多宮江
　　　今度太鼓中仕切両御門番被相止以来
A0143-01986_063
　　　下馬御門三ノ丸
　　　御座所御門ニ而諸荷物其外出入改
　　　方之儀是迄太鼓中仕切両所ニ而改来り
　　　候通厳重為相改候様被　仰出候
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月晦日左之通取扱候様月番御目付江書
　　付を以御家老申渡之」
　　　　　　　　　　　　　　　御目付江
　　一太鼓御門　　　　一中仕切御門
　　　右御門番相止昼夜明切ニ被成置候
　　一玉蔵御門　　　　一奥山里御門
　　一御天守下御門
　　　右御門番相止昼夜〆切ニ被成置臨時開
　　　閉之儀ハ御留守組支配江取扱候様被　仰付
　　　候
　　一三ノ丸北御門　　一同御庭口御門
　　　右同断開閉之儀者御附御裏役江取扱
　　　候様被　仰付候
A0143-01986_064
　　一二ノ丸新木戸
　　　右御番人相止開閉之儀ハ元切手御門番江
　　　兼勤被　仰付候
　　一加賀口御門
　　　右御門番相止御掃除之者壱人定番ニ
　　　被　仰付候
　　一鉄御門　　　　　一漆御門
　　一川口御門
　　　右御門番昼壱人夜二人ツヽ御留守番組并
　　　御旗組ニ而相勤候様被　仰付候
　　一瓦御門　　　　　一清水御門
　　一元切手御門　　　一口山里御門
　　一御座所木戸御門　一御作事御門
　　一桜御門　　　　　一柳御門
　　　右御門番昼夜壱人ツヽ右同断
　　一御座所表御門
A0143-01986_065
　　　右御門番昼夜三人ツヽ御持筒組ニ而相勤候
　　　様被　仰付候
　　一下馬御門　　　　一三ノ丸御門同
　　　　　　　　　　　　同御座所御門
　　　右御門番昼夜四人ツヽ御先筒組ニ而相勤候
　　　様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　諸物頭江
　　　組之内五十六歳以上之者ハ今度御留守組
　　　ニ被　仰付御門番勤被　仰付役前之
　　　儀ハ御留守組支配ニ而取扱身分之儀者
　　　元組之頭ニ而致支配候様被　仰付候
　　　　但小頭役之儀も同様之事
　　　　　　　　　　　　　　　御持筒頭
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭江
　　　今度御門番勤方御改正ニ相成候得共
A0143-01986_066
　　　御座所表御門之儀者御持筒組下馬并
　　　三ノ丸御座所御門之儀ハ御先筒組ニ当
　　　番被　仰付候右三ノ丸御門之儀ハ枢要
　　　之御場所ニ付尚又厳重為相改候様
　　　被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭江
　　　今度太鼓御門明切当番相止候ニ付而ハ
　　　以来非常之節ハ右御門所一小隊ニ而相
　　　固メ候様且又御式有之節ハ臨時同所
　　　当番被　仰付候儀も可有之候
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月晦日左之通相心得御使番江も申聞候様
　　月番御用人江書付を以申渡之」
　　　　　　　　　　　　　　　御使番江
　　　今度太鼓御門番被相止以来御留守組
　　　支配一人ツヽ
　　　御座所江相詰候様被　仰付詰所之
A0143-01986_067
　　　儀ハ御使番所江相詰泊り之儀ハ御用捨被
　　　成候間夜中臨時御城代御用之儀ハ
　　　御使番当番ニ而取扱候様被　仰付候
　　　　但御留守組昼夜一人ツヽ
　　　　　御座所御門江相詰御城代御用取
　　　　　扱候事
一十一月晦日御軍帳掛り御用人江左之通書付
　を以月番御家老申渡之
　　　自分指物并番指物共以来御廃
　　　止相成候事
一十二月三日月番御用人荒川十右衛門江左之通
　書付を以月番御家老荻野小四郎申渡之
　　　御社参　御参詣之節御持物頭半小隊
　　　引纏御先固相勤候処以来御供之
　　　御先固被　仰付候此段可被取扱候
一十二月四日所司代松平越中守殿御渡之御書
A0143-01986_068
　付松平因幡守殿ゟ左之通御廻達有之
　　　明五日
　　　将軍
　　　宜下之御規式五時揃
　　一明五日五半時之御供揃ニ而
　　　二条　御城江被為
　　　成候旨被　仰出候御供之面々江可達
　　　旨
　　一明五日
　　　将軍
　　　宣下之御規式於二条
　　　御城有之候付而者下乗下馬所并
　　　御城内外勤番御成道筋御道
　　　固等去ル十一月朔日
　　　御代替御礼被為
　　　請候節之通可相心得旨
A0143-01986_069
　　　右之通被　仰出候
　　　　十二月四日
　　　　〆
　　　来ル五日
　　　将軍
　　　宣下之御規式於二条
　　　御城有之候付在京万石以上之
　　　面々并御供且地役布衣以上之
　　　御役人法眼之医師登
　　　城之事
　　一諸大夫以上衣冠単布衣之面々
　　　布衣着用之事
　　　右之通可被心得候
　　一在国在所之面々ハ承候以後江戸表江
　　　飛札指越候様可被致候
　　　　但隠居之面々も右同断
A0143-01986_070
　　一在京万石以上之内病気之面々ハ
　　　伊賀守旅宿江使者指出候様可被
　　　致候
　　一将軍　宣下之御礼於二条
　　　御城可被為
　　　請候間在京之万石以上以下三千石
　　　以上之面々ハ
　　　御太刀馬代献上御礼可被申上候三千石
　　　以下之面々も可被罷出候尤直垂
　　　狩衣大紋布衣可有着用候布衣
　　　以下之面々者熨斗目半袴着用
　　　可有之候日限之儀ハ追而可相達候
　　一在京之内病気等之面々以使者
　　　御太刀目録可有献上候
　　一右之節登
　　　城之面々御礼過為御祝儀老中
A0143-01986_071
　　　縫殿頭若年寄江可相廻処旅中
　　　之儀ニ付不及其儀候
　　一在府在国在邑之面々且御供ニ無之
　　　万石以下之輩御祝儀献上物等之儀
　　　ハ追而於江戸表可相達候
　　一和宮様　天璋院様
　　　御簾中様江献上物其外贈物等之儀ハ
　　　追而於江戸表可相達候
　　　右之通可被心得候
　　　　十二月
一十二月四日　御簾中様江御献上物之儀ニ付
　御用番井上河内守殿江御伺書例書書添
　御留守居草尾精一郎を以被指出候処夫々
　御附札を以御差図有之
　　　御簾中様江以来拙者并同氏大蔵大輔ゟ
A0143-01986_072
　　　別紙先例之通表向致献上物度
　　　奉存候此段相伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守ゟ
　　　御簾中様江
　　　　白銀　　　　　五枚
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右年頭之為御祝儀指上
　　　　白銀　　　　　五枚
　　　右参勤御礼之節差上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　　御樽　　　　　一荷
　　　右帰国御礼之節指上
　　　右之通致献上候先例ニ御座候
A0143-01986_073
　　　　　　　　　　　　　　　松平大蔵大輔ゟ
　　　御簾中様江
　　　　白銀　　　　　三枚
　　　右年頭斗
　　　右之通致献上候先例ニ御座候
　　　　御附札
　　　　　伺之通可被差上候
　　　　　　〆
　　　御簾中様江以来同氏大蔵大輔妻ゟ
　　　年中別紙先例之通献上物為致
　　　度当時御用捨中ニ者候得共此段相
　　　伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　文久二戌年二月
　　　和宮様江大蔵大輔妻ゟ献上物
A0143-01986_074
　　　伺之覚
　　　　年頭
　　　　端午　之御祝儀
　　　　重陽
　　　　歳暮
　　　　　箱肴一種ツヽ
　　　　暑中
　　　　寒中
　　　　　御菓子
　　　　　御肴　之内一種ツヽ
　　　右之通其節久世大和守様江相伺
　　　候処大奥御老女中様江相伺候様
　　　御指図ニ付御老女中様江相伺候処
　　　当時献上物御用捨中ニ付追而年
　　　限相立候上先格之通献上候様御差
　　　図御座候
A0143-01986_075
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
　　　御簾中様江御内証ゟ以来年中
　　　別紙先例之通献上物致度当
　　　時献上物御用捨中ニ者候得共此段
　　　相伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　安政五午年越前守家督相続被
　　　仰出候以来
　　　御台様江御内証ゟ献上物伺之
　　　覚
　　　　御鏡餅　　　　一飾
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　墨流羽二重　　五反
A0143-01986_076
　　　　鯛　　　　　　一折
　　　右参勤之節指上
　　　　索麪　　　　　一箱
　　　右暑中差上
　　　　蓮飯　　　　　一飾
　　　　刺鯖　　　　　一箱
　　　右中元之為御祝儀差上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右寒中指上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右歳暮之為御祝儀指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　和紙　　　　　一箱
　　　右二月中別段指上
　　　　　別段
　　　　御鑷子　　　　五対
A0143-01986_077
　　　　　　　　　　　　　一箱
　　　　御鉸刀　　　　十挺
　　　　干鰈　　　　　一箱
　　　右二月三月中指上
　　　　葛粉　　　　　一箱
　　　　魬　　　　　　三
　　　右九月中指上
　　　　清水米　　　　一箱
　　　　雲丹　　　　　一壺　
　　　右十月中指上
　　　　蟹　　　　　　一籠
　　　右十一月十二月之内指上
　　　右何茂女使文等を以献上仕候
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
　　　御簾中様江御内証ゟ以来同氏
　　　大蔵大輔ゟ年中別紙先例之通
A0143-01986_078
　　　献上物為致度当時御用捨中ニハ
　　　候得共此段相伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　文久二戌年二月
　　　和宮様江大蔵大輔隠居後
　　　御内証ゟ献上物伺之覚
　　　　御鏡餅　　　　一
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　御鉸刀御鑷子　一箱
　　　　干鰈　　　　　一箱
　　　右二月三月中指上
A0143-01986_079
　　　　清水米　　　　一箱
　　　　初鯖　　　　　一箱
　　　右四月五月中指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　鯖切漬　　　　一壺
　　　右七月八月中指上
　　　　牧谷多葉粉　　一箱
　　　　塩鮎切漬　　　一壺
　　　右九月十月中差上
　　　　和紙　　　　　一箱
　　　　塩鱈　　　　　三
　　　右十一月十二月中指上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右歳暮為御祝儀差上
　　　右之通女使并文を以献上仕候
　　　右之通其節久世大和守様江相伺
A0143-01986_080
　　　候処大奥御老女中様江相伺候様
　　　御指図ニ付奥向ゟ相伺候処当時
　　　献上物御用捨中ニ付追而年限
　　　相立候上先例之通献上候様御指図
　　　御座候
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
一十二月五日御使者御留守居を以御国産之
　一番生鱈三被献之
一十二月五日右同断二番生鱈三被献之
　　但右ニ付而之御奉書翌六日御呼出ニ而弐通共
　　　用人を以被相渡之
一十二月五日左之通月番御用人江御家
　老申渡之
　　　諸御礼事ニ付而之献上物当
　　　御時態ニ付御家中并御菩提寺
A0143-01986_081
　　　御祈願所之寺院之儀ハ
　　　思召を以当分
　　　御免被成候旨被
　　　仰出候此段夫々可被取扱候
　　　　十二月
一十二月六日当御時態ニ付家督之御礼初而之
　御目見其外御礼之次第御略式ニ相成
　御平服ニ而御請被成候旨被　仰出右ニ付御家老始御式ニ拘り候
　面々も都而平服ニ相成
　　但御熨斗役御馬廻り上下着用之事
一十二月八日与内銀之儀ニ付月番御奉行江
　左之通御家老申渡之
　　　御家中与内之儀是迄知行取以上
　　　指出事ニ候処今度御扶持方御切米
　　　取之面々も指出事ニ相成候左様相
A0143-01986_082
　　　心得此段可被取扱候
（以下、「　」内は抹消）
　　　「但内達有之面々斗りニ候事」
一十二月九日松平周防守殿ゟ御呼出大道寺喜三郎
　罷出候処先達而被指出候御内証ゟ年中御勤
　向御用捨之御願書江左之通御附札を以御差
　図有之
　　　拙者并大蔵大輔御内証ゟ年中勤向
　　　且又大蔵大輔妻従表向諸品等願之
　　　上去ル子年ゟ当寅年迄三ケ年之
　　　間御用捨被成下難有奉存候然ル処
　　　当時ニ至候而者弥増急務繁雑之
　　　折柄ニ付猶又来卯年ゟ来ル巳年
　　　迄三ケ年之間前文之勤向是迄之通
　　　御用捨被成下候様奉願度候右様勤
　　　向年継相願候者奉恐入候得共当節
　　　柄何卒御汲察之上宜御沙汰
A0143-01986_083
　　　被成下候様相願申候以上
　　　　十一月七日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
一十二月九日先達而御近火之節
　和宮様　天璋院様ゟ御尋有之候ニ付為
　御礼御内証ゟ御文被指出之
一十二月十日　将軍　宣下御祝儀之節
　勇姫様ゟ御献上物被成度段御用番江御伺
　書被指出候処大奥老女江相伺候様御差図
　ニ付大奥江御伺文被指出候処当時御用捨中
　ニ付其儀ニ不及旨申来ル
一十二月十一日井上河内守殿ゟ御呼出御留守居
　草尾精一郞罷出候処先達而被指出候歳
　暮御祝儀御拝領物之御内願書江左之
　通御附札を以御差図有之
A0143-01986_084
　　　和宮様
　　　天璋院様ゟ越前守并大蔵大輔江
　　　例年歳暮之御祝儀
　　　御使御広敷番之頭様を以拝領
　　　被　仰付候処去々子年去丑年
　　　此表詰人数少ニ付相願御老女中様
　　　奉文を以拝領被　仰付難有奉存候
　　　然ル処頻年所々御警衛向被
　　　仰付且堺町御門御警衛ニ就而者
　　　方今御時態無拠多人数為致
　　　出張候故此表詰人数弥増致減
　　　少候ニ付自然不行届之儀も御座候而ハ
　　　恐入心痛仕候依之何卒当年
　　　之儀も昨年之通御老女中様奉文
　　　を以拝領被　仰付被下置候様御内々
　　　可奉願旨国許ゟ被申付越候間宜御沙
A0143-01986_085
　　　汰被成下候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月四日　　　　　　草尾精一郞
　　　　御附札
　　　　　当年之儀も老女奉文を以被下ニ而
　　　　　可有之候事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十四日於山里御武具役所弾薬相弾キ
　　損所并怪我人等有之右ニ付　御城内之儀故
　　為伺　御機嫌御家老始御役人之面々
　　御座所江罷出」
一十二月十六日是迄御留守組支配江御泉水
　御預ニ候処御趣意ニ付預り之儀御免被成
一十二月十六日左之通被　仰出候旨製造奉行
　佐々木権六江書付を以御家老申
　渡之
　　　御武器類御新調御修復共是迄御武
　　　具方製造局ニおゐて御用弁来候処
A0143-01986_086
　　　以来製造局一手ニ而取扱候様被
　　　仰付候
　　　　但是迄御武具方ニ而支配致来候御職人
　　　　　之儀ハ以後製造局支配被
　　　　　仰付候事
一十二月十六日左之者共孝心奇特之趣ニ付夫々
　御褒美被下之
　　　　　　　　　　　　御預所
　　　　　　　　　　　　　中条村
　　　　　　　　　　　　　　武左衛門娘
　　　　　　　　　　　　　　　つた
　　　　　　　　　　　　　下野村
　　　　　　　　　　　　　　六兵衛次男
　　　　　　　　　　　　　　　雄松
　　　　　　　　　　　　　同村
　　　　　　　　　　　　　　甚五右衛門忰
　　　　　　　　　　　　　　　鶴松
　　　　　　　　　　　　　同村
　　　　　　　　　　　　　　　門左衛門
A0143-01986_087
一十二月十七日左之通御匕医師江申聞候様御中老江
　書付を以御家老申渡之
　　　種痘之儀格別　御仁恵を以先年
　　　御派立以来除痘館出精之御医
　　　師并町医共年々御褒詞被成下候
　　　得共年数も相立候事故以後年々
　　　御褒詞之儀ハ被相止候
一十二月十八日所司代松平越中守殿御渡之書付
　左之通松平周防守殿ゟ御廻達来
　　　主上従去ル十二日御発熱被為
　　　在候処同十五日御吹出物被為
　　　在御疱瘡御治定候尤軽
　　　御容躰之由伝
奏衆被申聞仍之追而相達候迄洛
　　　中洛外火之元入念鉄炮稽古等
　　　可指扣候此段相達候
A0143-01986_088
　　　　十二月十八日
　　　　猶以兵隊調練之節足並運動
　　　　而已ハ不苦候
一十二月十九日御用番井上河内守殿ゟ御呼出
　御留守居草尾精一郎罷出候処
　御簾中様ゟ歳暮御拝領之儀ニ付被指出候
　御願書江左之通御附札を以御差図有之
　　　御簾中様ゟ越前守并大蔵大輔江歳
　　　暮御祝儀拝領物被
　　　仰付被下置候様奉願上候歳暮拝
　　　領物之儀ハ格別家格之規模ニも
　　　有之且別紙之通連年拝領仕来
　　　候儀も御座候間何卒先格之通拝
　　　領被　仰付被下置候様只管奉願候
　　　以上
A0143-01986_089
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月四日　　　　　　草尾精一郎
　　　　　例書
　　　和宮様
　　　天璋院様ゟ歳暮為御祝儀銀子
　　　十枚干鯛一箱御広敷番之頭様を以
　　　連年拝領仕候
　　　　御附札
　　　　　先格之通歳暮御祝儀　御使
　　　　　御広敷番之頭を以被下ニ而可有之候
　　　御簾中様ゟ松平大蔵大輔妻江
　　　歳暮之御祝儀拝領物被
　　　仰付被下置候様奉願候右者別紙之通
　　　拝領仕来候先例ニ御座候処当時献
　　　上物御用捨中ニ付拝領不仕候然ル処
　　　安政三ノ度御用捨中ニ候得共別紙
A0143-01986_090
　　　之通
　　　御台様ゟ御初而之御廉を以拝領
　　　仕候歳暮拝領物之儀者家格之
　　　規模ニも御座候間此度之儀ハ何卒
　　　御簾中様ゟも御初而之御廉を以
　　　拝領被　仰付被下置候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月四日　　　　　　草尾精一郎
　　　　　例書
　　　六代先越前守妻江歳暮為御祝
　　　儀
　　　御台様ゟ銀子十枚干鯛一箱御広
　　　式番之頭様を以連年拝領仕候
　　一五代先越前守妻江歳暮為御祝
　　　儀
　　　御台様ゟ銀子十枚干鯛一箱御広
A0143-01986_091
　　　式番之頭様を以連年拝領仕候
　　一安政三辰年
　　　御台様ゟ歳暮為御祝儀銀子
　　　十枚干鯛一箱御広敷番之頭様
　　　を以大蔵大輔妻江拝領仕候
　　　　御附札
　　　　　差上物御用捨年限相立候上先格之
　　　　　通歳暮御祝儀御広敷番之頭を以
　　　　　被下候尤当年之儀ハ
　　　　　御簾中様御初而之廉を以被下ニ而可有
　　　　　之候
一十二月十九日御目付新庄右近殿ゟ申来御留
　守居罷出候処先達而被指出候御届書江左
　之通御附札を以御差図有之
　　　　　覚
A0143-01986_092
　　　　　　　　　　　　　貫之助父隠居
　　　　　　　　　　　　　　主馬事
　　　　改名　　　　　　　　　松平備後
　　　　　今度家老被申付候
　　　　　　　　　　　　　　壱岐事
　　　　同　　　　　　　　　　杉田小弐
　　　右之者御関所駕乗仕来候者共之内ニ
　　　御座候此度改名仕候ニ付箱根今切碓氷
　　　福島関川市振御関所駕乗之儀
　　　指支無之様御達可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月廿三日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通者御関所預り江申達候
一十二月廿日所司代御渡之御書付左之通御廻状
　来ル
　　　主上御疱瘡ニ付為御伺
A0143-01986_093
　　　天気明廿一日
　　　上様御参
　　　内可被遊旨被　仰出候此段為心得申
　　　達候
　　　　十二月廿日
一十二月廿日　和宮様御事　静寛院宮様与
　奉称候段御触達有之候ニ付御内証ゟ御勤品
　之儀奥ゟ伺出候処不及其儀旨申来
一十二月廿日
　上様　将軍　宣下被為　済候ニ付
　御参　内右ニ付還　御後　御機嫌為御伺
　板倉伊賀守殿江島津十大夫被指出之
一十二月廿日　将軍　宣下被為　済候得共
　是迄之通
　上様与奉称候様御廻状来
A0143-01986_094
一十二月廿日当夏御国許大雨洪水ニ付御損
　毛之御届書井上河内守殿并松平周防守殿江
　御留守居を以被指出之
　　　拙者領分越前国当年国初以来
　　　之大水ニ付先達而度々御届申
　　　候通春以来寒サ強く麦菜種を
　　　始生立相後候処五月十日十一日
　　　昼夜共無晴間霖雨降続一時ニ川
　　　々満水窪所之村々植付無間茂
　　　水浸ニ相成減水不致内同十四日大風
　　　雨車軸を流し弥増之洪水ニ而児苗
　　　数日水下ニ相成候処打続雨天勝ニ而
　　　兎角水落兼候上江六月朔日二日
　　　又々出水窪所之田畑泥水冠ニ相
　　　成水腐株絶数ケ所出来其後漸
　　　時候立直一旦ハ残作可成生立之
A0143-01986_095
　　　運ひニ相成候処七月初旬一時ニ冷
　　　気相催田畑共惣別生立兼候処江
　　　八月四日ゟ雨降出し連日無途
　　　止同七日乾ノ方ゟ風吹起り夜中
　　　巽風ニ吹変り次第相募り八日暁方ニ
　　　至り暴風雨頻ニ強く暫時ニ大洪水
　　　城内二ノ丸三ノ丸迄も水押入九頭竜川
　　　足羽川日野川満水致し水勢
　　　強盛ニ而堤川除田地囲堤等ニ至迄
　　　馳切川添之村々田畑石砂入荒所
　　　夥敷出来畑作之分泥水冠悉ク
　　　致水腐菜大根之類再三蒔立
　　　候得共時節後ニ而生立不申且綿作
　　　之儀ハ女手業之冬励ニ而多分収納
　　　足之品ニ候処是又致水腐其余
　　　諸作木等ニ至迄暴風ニ而根返吹折
A0143-01986_096
　　　今日之夫食雑食も無之及餲
　　　命候為体ニ付夫々手当救米等為
　　　致居候儀ニ御座候且又田方之分追々
　　　為取調候処過分之無毛株絶水
　　　腐青笹出来残作者其後天気ニ
　　　干付泥冠之早稲作青籾秕或ハ白
　　　穂空穂勝就中晩稲之分ハ出
　　　穂無之不残青笹立ニ相成水害
　　　薄村柄ハ風当強存外取実相劣
　　　古来稀成薄作ニ相成申候猶又
　　　収納ニ至り篤与相糺候処田畑荒水
　　　損風痛等損毛高并破損所左之
　　　通ニ御座候
　　一高弐万弐千三百六拾壱石余［当寅年水損田畑永荒当荒共］
A0143-01986_097
　　一高拾五万千弐百六拾七石余［同年田畑之内水損風痛等ニ而無毛之分］
　　一本城建物大小共損所　　　数ケ所
　　一本丸二ノ丸三ノ丸共損所　右同断
　　一城廻塀吹倒　　　　　　　五百拾間余
　　一同損所　　　　　　　　　夥敷
　　一柵木吹倒　　　　　　　　所々
　　一番所大破　　　　　　　　九ケ所
　　一郭内長屋土蔵共大破　　　数拾ケ所
　　一同建物大破　　　　　　　所々
　　一同大小木吹倒折共　　　　三百六本
A0143-01986_098
　　　　　城下
　　一家中侍屋敷大破　　　　　七百弐拾壱軒
　　一同大小木吹倒折共　　　　数百本
　　一寺社損所　　　　　　　　夥敷
　　一寺潰　　　　　　　　　　壱ケ所
　　一潰家　　　　　　　　　　九軒
　　一半潰家　　　　　　　　　弐軒
　　一流家　　　　　　　　　　五軒
　　一小屋流家　　　　　　　　夥敷
　　一歌舞妓小屋丸潰　　　　　一ケ所
　　　　　在方
A0143-01986_099
　　一流家　　　　　　　　　　百拾七軒
　　一潰家　　　　　　　　　　三百九軒
　　一小屋流失　　　　　　　　夥敷
　　一往来橋流失損所共　　　　九拾八ケ所
　　一往来道切所　　　　　　　百三拾六ケ所
　　一川除堤切所　　　　　　　百七拾壱ケ所
　　一田地家囲提共切所　　　　五拾壱ケ所
　　一用水口堰所流失大破共　　五拾四ケ所
　　一死人　　　　　　　　　　拾弐人
　　一怪我人　　　　　　　　　拾五人
　　一斃牛馬無之候
A0143-01986_100
　　　右之通御座候此段御届申候以上
　　　　十二月七日　　　　　　松平越前守
一十二月廿日左之通取扱候様月番御用人江
　御家老申渡之
　　　年始御式中太鼓御門御先物頭当
　　　番是迄之通被　仰付候
　　一年始寺院御礼之節ハ瓦御門所江
　　　御留守組支配壱人相詰候様被　仰付
　　　候
一十二月廿日正月元日十二月晦日并於
　御本丸御祈祷中是迄御目付泊り番有
　之候処以来被相止之
一十二月廿一日為歳暮御祝儀　静寛院宮様
　天璋院様ゟ老女中奉文を以白銀十枚干鯛
　一箱ツヽ御拝領
A0143-01986_101
一十二月廿一日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付一通被相渡之
　　　御簾中様ゟ松平大蔵大輔妻江歳
　　　暮之御祝儀当年御初而之御廉
　　　を以可被下旨相達置候処奥向御都合
　　　も有之候ニ付当年ハ不被下候事
一十二月廿三日為　御名代松平主計頭殿
　西丸江御登　城［昨日御切紙来］被成候処於御白書院
　御老中列座御用番井上河内守殿を以
　昭徳院様為御遺物左之通御拝領
　　　慶永様江
　　　　御脇差［美濃国金高代金拾五枚］
　　　茂昭様江
　　　　同　　［美濃国兼道代金弐拾枚］
一十二月廿三日右同断ニ付御礼勤之儀井上河内守殿江
A0143-01986_102
　御留守居大道寺喜三郎伺書持参指出候処
　左之通御附札を以御差図有之
　　　今日越前守并大蔵大輔為名代松平
　　　主計頭殿　西丸江被罷出候処
　　　昭徳院様御遺物越前守并大蔵大輔江
　　　拝領被
　　　仰付難有奉存候依之越前守於国元
　　　承知之上両様御礼勤向之儀如何
　　　相心得可申哉且又大蔵大輔ゟも両様
　　　御礼勤向之儀如何相心得可申哉
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月廿三日　　　　　大道寺喜三郎
　　御附札
　　　越前守大蔵大輔ゟ使札差越父子相
　　　互之御礼勤之儀ハ何も飛札差越候
　　　様可仕候
A0143-01986_103
一十二月廿五日　将軍　宣下被為　済候ニ付被指
　出候　御書御用番井上河内守殿江御留守居
　草尾精一郎持参指出之
一十二月廿五日左之通被　仰出候旨諸向江致通達
　候様月番御用人江御家老申渡之
　　　当御時態ニ付年始御礼当分御略式ニ
　　　相成
　　　御盃頂戴相止御長蚫ハ被下候事
　　一御具足餅頂戴是迄之通ニ候
　　　事
　　一御日限左之通ニ相成候事
　　　元日　　六半時揃
　　　　元日御礼之分是迄之通ニ候
　　　　事
　　　　二日御礼之分元日ニ被為
　　　　請候事
A0143-01986_104
　　　二日　　六半時揃
　　　　三日御礼之分二日ニ被為
　　　　請候事
　　　六日　　五時揃
　　　　六日寺社在方御礼之分是迄之
　　　　通候事
　　　　七日隠居休息之面々御礼六日ニ
　　　　被為　請候事
　　　　七日寺院町在御礼之分六日ニ被為
　　　　請候事
　　　七日　　五時揃
　　　　八日寺社町在御礼之分七日ニ被為
　　　　請候事
　　　十一日　六半時揃
　　　　御具足餅御祝儀是迄之通ニ
　　　　候事
A0143-01986_105
　　　　十五日寺院在方御礼之分十一日ニ被
　　　　為　請候事
　　　　　〆
一十二月廿五日御変革ニ付　御方々様御供
　御行列惣而御改正ニ付御参詣御供年始
　を初都而平服之旨被　仰出之
　　但右御行列帳有之候得共不記之
一十二月廿六日御用人荒川十右衛門江左之通
　御家老書付相渡之
　　　年始御式中太鼓御門当番御先物
　　　頭ニ而是迄之通相勤候様被　仰付候
　　　処御式有之日斗銃隊ニ而相固候様
　　　被　仰付候且又瓦御門所之儀ハ御持物
　　　頭ニ而右同断相固候様被　仰付候
　　　　但寺院御礼之節々瓦御門江
　　　　　御留守組支配壱人相詰候儀ハ
A0143-01986_106
　　　　　御免被成候
一十二月廿七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　前々国許江御暇被　仰出候節御鷹
　　　拝領被　仰付候処以来御鷹ハ不被
　　　下候此段為心得相達候
一十二月廿七日　御代替御祝儀御献上之
　御使者御用人飯田主税御物頭代大御番中村
　唯七郎　西丸江罷出候処於柳之間替
　席井上河内守殿出座右ニ付而之御奉書
　御渡被成其節右両人江御巻物二宛拝領被
　仰付旨被申聞御品ハ御奏者番内藤志摩守殿
　御渡有之右為御礼河内守殿江両人罷出
一十二月廿七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
A0143-01986_107
　本多興之輔献上物之儀ニ付先達而被指出候
　伺書江左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔家之儀者
　　　御承知被下候通
　　　神祖御附属以来貞享年中迄者
　　　万端諸侯並之振合ニ而都而格別之
　　　御取扱ニ御座候処不幸ニ而当時之
　　　振合ニ相成残念奉存候然ル処興之輔
　　　前々ゟ年中献上物之儀文久二戌年
　　　被　仰出候後者年始斗蒸鰈献上
　　　仕候処右鰈時節違ニも有之近年
　　　別而払底ニ付前以猟人共江も申付
　　　種々手数相懸り候得共指支多甚
　　　迷惑仕候由ニ御座候就而者手数相懸候
　　　品者品替相願不苦候旨被　仰出も
　　　御座候ニ付右年始蒸鰈献上之廉
A0143-01986_108
　　　御太刀馬代ニ御振替被成下候様奉
　　　願度候且又近年之御時態ニ付而者
　　　越前守為名代度々所々江出張
　　　御用向尽力為相勤候儀ニ候得者旁以
　　　年始献上之廉御太刀馬代ニ御振
　　　替被成下猶八朔ニも御太刀馬代
　　　献上仕候様被成下候ハヽ旧格ニも相適
　　　難有奉存候右之趣興之輔ゟも奉
　　　願上候間何卒願之通被　仰付被下置
　　　候様於越前守奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十五日　　　　　草尾精一郞
　　　　御附札
　　　　　願之趣難相整候事
一十二月廿八日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　本多興之輔貢献之儀ニ付去ル丑十二月被指出
　候伺書江左之通御附札を以御指図有之
　　　先般万石以上
A0143-01986_109
　　　朝廷江貢献之儀被
　　　仰出候処越前守家来本多興之輔儀
　　　元祖以来由緒御座候而
　　　公辺江献上物等是迄万石以上同様連
　　　綿仕来候儀ニも御座候ニ付甚以奉恐入候
　　　得共為
　　　御国恩貢献之儀被　仰付被下置候様
　　　相願為申度此段御内々御手前様迄相伺候
　　　様従国元被申付越候右者兼而興之輔ゟ申出候
　　　得共御時態柄ニ付是迄為指扣置候得共
　　　家格も御座候故此度相願為申度此段も御含
　　　宜御指図可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月廿三日　　　　　青山小三郎
　　　　御附札
　　　　　書面之趣者難相整候事
一十二月廿八日御水主頭之儀以来御水主組支配与被
　仰出之
A0143-01986_110
一十二月廿九日所司代ゟ御渡之書付松平因幡守殿ゟ
　左之通御廻達有之
　　　主上御不予ニ付御警衛場所御門
　　　内外昼夜共無油断巡邏可致候
　　　　十二月
　　　主上崩御ニ付今日ゟ普請鳴物停
　　　止日数之儀ハ追而可相達候
　　　　十二月廿九日
　　　御警衛持場近辺巡邏之儀
　　　昨日相達置候処
　　　主上崩　御ニ付弥以厳重相心得
　　　巡邏可致候
　　　　十二月廿九日
　　　本文巡邏之儀ニ付守護職所司代
　　　与力并家来見廻組等九門内致巡
A0143-01986_111
　　　邏候儀も有之候間為心得相達置候
　　　事
　　　　十二月
　　　主上御大切之処御養生不被為
　　　叶今廿九日辰刻被遊
　　　崩　御候ニ付為伺御機嫌明晦日
　　　惣出仕之事
　　一病気之面々者老中縫殿頭兵部大輔
　　　旅宿江使者可指出事
　　一在国在邑之面々心得方之儀
　　　江戸表ニ而可相達候
　　　　十二月廿九日
　　　主上崩御ニ付銃隊調練之儀者
　　　追而相達候迄見合可申候此段向
A0143-01986_112
　　　々江可被達候
　　一主上崩御ニ付髭剃之儀者追而可相
　　　達候月代者
　　　御葬式済剃可申候事
　　　　但在京無之面々ハ
　　　　　崩御之儀伺候日より
　　　　　御葬式済伺日迄月代剃申間
　　　　　敷候
　　　右之通万石以上之面々江不洩様可被
　　　相触候
　　一主上崩御ニ付
　　　御目見以上之面々月代并髭剃
　　　候儀共追而可相達候
　　　右之通万石以下之面々江不洩様可被相
　　　触候
　　一主上崩御ニ付来年始御礼ハ無
A0143-01986_113
　　　之候事
　　一火之元之儀入念候者分而相達候迄
　　　も無之候得共
　　　主上崩御ニ付而者別而火之元厳重
　　　ニ相心得銘々者不及申下々至まて
　　　格別入念心付候様主人々々より
　　　急度可被申付置候
　　　右之通在京万石以上以下且御供之
　　　面々江可被達候
一十二月廿九日　御簾中様江年中
　慶永様　茂昭様御内証并　勇姫様ゟ
　御献上物之儀奥ゟ伺出候処左之通御指図
　之旨申来ル
　　一御簾中様江越前守殿内証ゟ年中
　　　勤向之儀
　　　　元日
A0143-01986_114
　　　　中元
　　　　暑寒
　　　　歳暮
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致
　　　よろしく御座候半哉
　　　　二月中
　　　　三月中
　　　　九月中
　　　　十月中
　　　　十一月十二月之内
　　　右不時御機嫌伺被申上勤品之儀いかゝ
　　　被致宜御座候半哉
　　　　五節句
　　　　八朔
　　　　式日
　　　　御嘉祥
A0143-01986_115
　　　　御玄猪
　　　　御祝事
　　　　御礼事
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致
　　　よろ敷御座候半哉
　　　　暑寒入
　　　　雷地震
　　　　風雨初雪
　　　　御曲輪内出火
　　　右御機嫌伺申上られ勤品之儀いかゝ
　　　被致よろしく御座候半哉
　　　　参勤之節
　　　右御礼被申上勤品之儀いかゝ被致宜
　　　御座候半哉
　　　右之通伺被申上候何分宜御差図被成
　　　られ候よふ御頼存まいらせ候
A0143-01986_116
　　　　十二月九日
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣当時御献上物御用捨
　　　　　中ニ付追而御年限相立候上先
　　　　　格之通御献上被成候様ニ其外何も
　　　　　静寛院宮様江御申上被成候
　　　　　通りニ被成候様ニ
　　一御簾中様江大蔵大輔殿内証より
　　　年中勤向之儀
　　　　元日
　　　　中元
　　　　歳暮
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致宜
　　　御座候半哉
　　　　二月三月中
　　　　四月五月中
A0143-01986_117
　　　　七月八月中
　　　　九月十月中
　　　　十一月十二月中
　　　右不時御機嫌伺被申上勤品之儀如何
　　　被致よろしく御座候哉
　　　　五節句
　　　　八朔
　　　　暑中
　　　　寒中
　　　　式日
　　　　御嘉祥
　　　　御玄猪
　　　　御祝事
　　　　御礼事
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致
　　　宜御座候半哉
A0143-01986_118
　　　　暑寒入
　　　　雷地震
　　　　風雨初雪
　　　　御曲輪内出火
　　　右御機嫌伺被申上勤品之儀いかゝ被
　　　致宜御座候半哉
　　　右之通伺被申上候何分宜御差図被成
　　　られ候やう御頼存まいらせ候
　　　　十二月九日
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も越前守殿ニ御准シ被成
　　　　　候様ニ
　　一御簾中様江お勇方ゟ年中勤向
　　　之儀
　　　　若菜
　　　　上巳
A0143-01986_119
　　　　端午
　　　　暑寒
　　　　七夕
　　　　八朔
　　　　重陽
　　　　歳暮
　　　右の節々御祝儀被申上勤品之儀いかゝ
　　　被致よろしく御座候半哉
　　　　年始
　　　　三ケ日
　　　　式日
　　　　暑寒入
　　　　御嘉祥
　　　　中元
　　　　御玄猪
　　　　御煤払
A0143-01986_120
　　　　初雪
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
　　　右之節々御祝儀被申上并御機嫌
　　　伺被申上勤品之儀いかゝ被致よろしく
　　　御座候半哉
　　　右之通り伺被申上何分よろしく御差図
　　　被成まいられ候やう御頼存まいらせ候
　　　　十二月九日
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も越前守殿ニ御准シ被成
　　　　　候様ニ
一十二月廿九日御持物頭江左之通書付を以
　御家老申渡之
　　　御社参　御参詣御供御先固是迄
　　　半小隊被召連候得共以来一小隊被
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　　　召連候事
　　一右之外御平常臨時　思召を以被
　　　召連候儀可有之事
　　一年始御式之日固当番之節ダン袋
　　　之類不苦候事
一十二月廿九日左之通被　仰出之
　　　御家中　御目見不出来弟伯父
　　　甥等之内諸役配并補兵隊被
　　　仰付置候面々者以来正月十一日ニ御礼
　　　被為　請候是迄右之面々
　　　御目見相済御具足之餅頂戴有
　　　之面々江も諸役配補兵隊不被
　　　仰付面々者不罷出筈候旨改而被
　　　仰出候
一十二月廿九日左之通被　仰出候ニ付諸向江通達
　致候様月番御用人江御家老申渡
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　之
　　　正月十一日御具足之餅頂戴之節
　　　御役人并御式ニ拘り候面々者是迄之
　　　通上下着用其余者左之通被
　　　仰出候事
　　一タン袋　裁着　胴服
　　　陣羽織　筒袖羽織着用之事
　　　　但割羽織之分不苦候事
　　　　一未右之品不相調面々者平服ニ而罷出
　　　　　候儀御用捨之事
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